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取扱説明書
形))名 

TY-CDR7 

)このたびは CDラジオ・クロック付をお買い上げ
いただきまして、まことにありがとうございました。 

)この商品を安全に正しく使用していただくために、
お使いになる前にこの取扱説明書をよくお読みにな
り十分に理解してください。 

)お読みになったあとは、必要なときすぐに取り出せ
るように大切に保管してください。

取扱説明書には色記号の表示を省略しています。
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保証書付 
)保証書はこの取扱説明書の裏表紙についていますの
で、お買い上げ日、販売店名などの記入をお確かめ
ください。
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必ずお守りください安全上のご注意
))お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するための安全に関す

る重要な内容を記載しています。次の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文

をお読みになり、記載事項をお守りください。 分解・修理・改造はしない
 雷が鳴り出したら、アンテナ・

感電・火災の原因となります。 ACアダプタに触れない
禁))止 野外で使用していて、雷が鳴り出表示の説明

“取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷（ *1）を負うことが想定さ
分解禁止 内部の点検・調整および修理はお買

い上げの販売店にご依頼ください。 したら、安全な場所に避難する
れること”を示します。 感電の原因となります。

注意 “取扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2）を負うことが想定されるか、ま
たは物的損害（*3）の発生が想定されること”を示します。 落としたり、強い衝撃を与えて ACアダプタを取り扱うとき

キャビネットを破損したとき は、次のことを守る*1:  重傷とは失明やけが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものおよび治  
療に入院・長期の通院を要するものをさします。 プラグを は、すぐに電源を切り、ACア
 次のこと ・�傷つけない�・延長するなど加工しない

*2:  傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが・やけど・感電などをさします。 抜く ダプタをコンセントから抜く を守る
・加熱しない�・引っ張らない*3:  物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペット等にかかわる拡大損害をさします。 そのまま使用すると、火災・感電の
・重い物を載せない�・はさんだりしない

図記号の説明 原因となります。

お買い上げの販売店に点検をご依頼
 ・無理に曲げない�・ねじらない

は、禁止（してはいけないこと）を示します。 ください。 ・束ねたりしない
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。 守らないと、火災・感電の原因とな

禁)止 ります。
は、指示する行為の強制（必ずすること）を示します。

具体的な指示内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。 異物を入れない 雨天時の屋外や浴室など、水が
指)示 金属類（クリップや針、コインなど） かかったり、湿気の多い場所に

は、注意を示します。 入れない や紙などの燃えやすい物が内部に 水ぬれ禁止 置いたり使用したりしない
火災・感電の原因となります。

注)意 ります。
具体的な指示内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。 入った場合、感電・火災の原因とな

降雪中、海岸、水辺での使用は特に
特にお子様のいるご家庭ではご注意 ご注意ください。
ください。

発煙や変なにおいがするとき ACアダプタが傷んだり、発熱

は、すぐに ACアダプタをコン
 したときは、コンセントから�


プラグを セントから抜く
 プラグを 抜く

抜く そのまま使用すると、火災・感電の原
 抜く そのまま使用すると、火災・感電の


因となります。
 原因となります。

煙が出なくなるのを確認し、お買い上
 ACアダプタが傷んだら、お買い上げ

げの販売店に修理をご依頼ください。
 の販売店に交換をご依頼ください。

内部に水や異物等が入ったらす 電源プラグ部の刃や刃の取り付AC アダプタは AC100V コ ぬれた手で ACアダプタを抜き�
ぐに  ACアダプタをコンセン け面にゴミやほこりが付着してンセントに根元まで確実に差し 差ししない

ほこりを いる場合は、ACアダプタを抜感電の原因となります。 プラグを トから抜く確実に 込む ぬれ手禁止 抜く そのまま使用すると、火災・感電の とる きゴミやほこりをとる差し込む AC100 V 以外を使用すると、火災・
原因となります。 電源プラグ部の絶縁低下によって、感電の原因となります。
お買い上げの販売店に、点検をご依 火災の原因となります。差し込みが悪いと、発熱し火災の原
頼ください。因となります。
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警告（つづき）

次のような場所には置かない
・ふろ場など、水がかかったり、湿気の多い場所

禁))止 ・雨、きりなどが直接入り込むような場所
・火のそば、暖房機器のそばなどの高温の場所　・直射日光の当たる場所
・炎天下の車内　・ほこり、油煙の多い（調理場など）場所　・振動の強い場所
・腐食性ガス（亜硫酸ガス、硫化水素、塩素ガス、アンモニアなど）の発生する場所
・極端に高温、低温、温度変化の激しい場所
・ぐらつく台の上や傾いた所など、不安定な場所
火災・感電の原因となります。

付属以外の ACアダプタを使用 � 付属の ACアダプタを他の用途 �
しない に使用しない

禁 ))止 火災・感電の原因となります。 禁 ))止 火災・感電の原因となります。

CD挿入部に手を入れない
けがの原因となることがあります。

禁))止 特にお子様のいるご家庭ではご注意
ください。

CDピックアップをのぞき込ま
ない

禁))止 レーザー光が目に当たると視力障害
を起こすことがあります。

持ち運ぶときは、ACアダプタ
をコンセントから抜く

プラグを けがやコードが傷つき、火災・感電
抜く の原因となります。

通風孔をふさがない
・壁に押しつけない（背面1cm、左右側面 1cm以上の間隔をあける）

禁))止 ・押し入れや本箱など風通しの悪い所に押し込まない
・テーブルクロス・カーテンなどを掛けたりしない
・じゅうたんや布団の上に置かない
・あお向け・横倒し・逆さまにしない
通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、

火災の原因になります。


免責事項について 

))地震・雷・風水害および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故・お
客様の故意または過失、誤用、その他の異常な条件下での使用により生じた損害に関し
て、当杜は一切責任を負いません。 

))取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切責任を負
いません。
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禁 ))止

円形ディスク以外は使用しない
円形以外の特殊な形状（ハート型、
カード型など）をしたディスクを使
用すると、高速回転によりディスク
が飛び出し、けがの原因となります。

禁 ))止

機器の上に乗ったり、上に重い
物を置いたりしない
倒れたり、こわれたりしてけがの原
因となります。
特にお子様にはご注意ください。

ACアダプタをコンセントから�
抜くときは、本体を持って抜く

プラグを コードを持って抜くとコードが破損
抜く し、火災・感電の原因となります。

注意

プラグを
抜く

長時間ご使用にならないとき
は、ACアダプタをコンセント
から抜く
万一故障したとき、火災の原因とな
ることがあります。

注意
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各部のなまえとはたらき

前面

CDふた（閉）
CDドアの　部を押す
と、ドアは閉まります。

CDふた

左スピーカー 表示部 右スピーカー

背面

電源

DC 9V端子


リセット（RESET）
※底面

FMアンテナ

上面操作部
［音量］ボタン
0～32まで音量を調節することができます。
電源を入れた時、音量は 18に設定されています。

［再生／一時停止］ボタン
CDを再生したり、一時停止をさせます。 

［停止］ボタン
CDを停止させます。

［めざましくりかえし／
明るさ調節］ボタン
LCD表示の明るさを調節します。
ボタンを押す度に明るさが変えられます。
めざましの動作中は、めざましを一時中断
して、また、自動的に再度、動作させます。
めざましの動作中は、明るさ調節できま
せん。

［スリープ］ボタン 
自動的にタイマーで電源を切ります
(お休みタイマー )。
電源入り時、ボタンを押すごとに、「15→30→60→
90→120→OFF」に切り替わります。

［機能切替］ボタン 
CD／ FM／ AMの順に切り替えます。
めざまし設定時は、CD／ FM／ AM/ アラーム音
の順に切り替えます。

［電源］ボタン 
電源を入れたり切ったりします。

［スキップ／サーチ（　　または　　）］ボタン
CDの選曲をします。
［プリセット選局］ボタン
予め設定しておいた放送局を選局します。
［めざまし時刻］ボタン
時計の時刻やめざましの時刻を設定します。

［プログラム］ボタン
CDのプログラム演奏モードにします。
CDプログラム演奏モードの曲順をプログラムします。

［リピート／時刻合わせ］ボタン
CDの繰り返し演奏 (1 曲、全曲、OFF)に切
り替えます。電源切のとき、時刻合わせに切り
替えます。

［選局］ボタン
ラジオの周波数 ( 局 ) を選びます。一度押す度に、
FMは0.1MHz、AMは 9kHzづつ変化します。
長押し（約 2秒）すると自動選局となり、受信する
とそこで止まります。
自動選局中に［選局］ボタンを押すと止まります。 

［時計表示］ボタン
ラジオの周波数または CD演奏時間の表示を、現在
時刻表示（約 5秒間）に切り替えます。

［CD開く］レバー
CDドアを開き、CDをセットします。

［めざまし入／解除①,②］ボタン 
めざましを入れたり切ったりします。
めざましの時刻や CD／ FM／ AM/ アラームを切り
替えて、設定します。

ご
使
用
前
に

最後に使用したモードで電源が入ります ( ラストメモリーON)。
動作中に押すと電源が切れ、動作が停止します。めざまし（アラーム）音を切ります。
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電源について 
ACアダプタ（DC9V）

付属以外の ACアダプタを使用しない
火災・感電の原因となります。

禁))止

1 ACアダプタをAC100Vのコンセントに
接続する DC9V端子

2 ACアダプタのプラグを DC9V端子に接続 プラグ


する

ACアダプタ 

AC100Vコンセント

電源オフ（スタンバイ）

初めて電源をつないだ場合や時刻設定が解除された場合は、
「0:00」と「AM」が点滅します。

時刻設定済みの場合は、1秒間隔でコロンが点滅します。

お知らせ 

• AC アダプタを長時間使用すると、若干熱を持ちますが故障ではありません。

お願い 

)ACアダプタを抜くときは、 を押し、電源を切ってから行ってください。

8 

時計を合わせる
ACアダプタを接続し、電源オフ時（時計表示）に行います。明るさ調節で画面を
明るくして時刻合わせをしてください。 

1 を長押し（約２秒）する

「時」が点滅します。 

を押し、現在の「時」を選択する＊2
＊：「時」「分」が点滅し始めて、8 秒以内に操作を行わないと

前の時刻に戻ります。
­

を押す3
現在の「時」が設定され、「分」が点滅します。 

を押し、現在の「分」を選択する4

を押す5
現在の「分」が設定され、時刻あわせが終了します。

お知らせ 

• を長押しすると速く時刻あわせができます。 

• 停電や電源プラグ・ACアダプタなどを外した場合約 3秒で表示が消えて、約 10秒で設
定された時刻が解除されます。電源を接続すると、「0:00」と「AM」が点滅します。

スリープ�（お休みタイマー）の設定

電源入り時、 を押すごとに、
「15 → 30 → 60 → 90 → 120 →OFF」に切り替わります。
スリープ時間（分）に到達すると、自動的に電源を切ります。

準
　
備
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ラジオを聞く
よりよい受信をするために
FM放送 AM放送
リードアンテナを伸ばし、最も良く聞こえる 最も良く聞こえる方向に本体を向けてくださ
方向にリードアンテナを調整してください。 い。

FMステレオ放送の受信について 
)ステレオ放送を受信すると「STEREO」を表示します。受信状態が悪化すると自動的にノイ
ズの少ないモノラルに切り替わり、「STEREO」表示は消えます。 

)AMステレオ放送には対応していません。

お願い 
)近くに置いたテレビの画面やパソコンに色ズレを生じたり、この商品のラジオにテレビや
パソコンからの雑音が入る場合は、この商品をテレビやパソコンから離してご使用ください。 

を押す1
最後に使用した状態（CDか、AMか、FM）で、電源が入ります。 

2 を押し、受信するバンドを選ぶ

押す度に　CD ⇒ FM ⇒ AM ⇒ CDと切り替わります。 

10 

を押して、希望の放送局を受信する3
一度押す度に、FMは0.1MHz、AMは 9kHz づつ変化します。

長押し（約 2秒）すると自動選局となり、受信状態のよい放送 FM 

局を自動的にサーチし、自動的に記憶します。自動選局中に 

を押すと止まります。
­

AM• あらかじめ受信周波数をプリセットしておくと、  
で選局できます。（13ページ参照） 

を押し、適正な音量に調節する4
• 電源を入れた時は 18に設定されています。 

を押す5
ラジオの受信が終了し、電源が切れます。
• 自動的に電源を切る場合は、スリープ（お休みタイマー）を設定しておきます。（9ペー 
ジ参照）

放送局（受信周波数）を記憶させる 

を押す1
最後に使用した状態（CDか、FMか、AM）で、電源が入ります。 

を押し、記憶させるバンドを選ぶ2
を押す3

「PROGRAM」と「P01」が約 8秒間点滅します。 
• そのまま 8 秒間放置するとプリセット動作は終了し、前のプ

リセットに戻ります。


（つづく） 11
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ラジオを聞く（つづき）

4 点滅中に を押し、記憶させる放送局を選局する 

を押す

「P01」が点灯し、選局した放送局が記憶（プリセット）されます。 

を押す6
PO1 ⇒ PO2に進みます。 

を押す7
「PROGRAM」と「P02」が約 8秒間点滅します。 

8 点滅中に を押し、記憶させる放送局を選局する 

を押す9
「P02」が点灯し選局した放送局が記憶（プリセット）されます。
引き続き記憶（プリセット）させる場合は、手順６〜９を繰り返し
ます。 
• AMは 10局、FMは 20局、まで記憶（プリセット）できます。

お知らせ 

「P ROGRAM」と「P01」が点滅中、• を押すと、プリセット番号が変わります。

「PROGRAM」ボタンを押すとお好みのプリセット番号に上書きされます。

プリセット選局受信 

) を押すと、あらかじめプリセットした放送局を受信することができます。

その場合、プリセット受信から約 3秒間「PROGRAM」が表示されます。 

)ラジオを受信中に を押すと、最後にプリセット受信した局の下または上の局を受信
します。 

)選局ボタンで周波数を変えるとマニュアル同調にかわりますがプリセットされた周波数と同じ
周波数は、プリセット番号が点灯します。

ラジオでめざまし
［めざましの設定をする］（20〜 21ページ）を参照下さい。

使
い
か
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CDを再生する
注意

円形ディスク以外は使用しない
円形以外の特殊な形状（ハート型、カード型など）をしたディスクを使用すると、

禁))止 高速回転によりディスクが飛び出し、けがの原因となります。 

■CDの種類について
マークの入ったものなど、
JIS 規格に合致したディス
クをご使用ください。 

)コピーコントロールCD、特殊形状ディスク
などの CD規格外ディスクを使用された場
合には、再生および音質の保証はしかねま
す。

CD-R ／ RWディスクについて 
)この商品は、CD-DA フォーマット＊で記
録された CD-R ／ RWディスクを再生す
ることができます。ただしディスクおよび
記録に使用したレコーダーの状態によって
は再生できない場合があります。 
)未記録の CD-R ／ RWディスクを入れな
いでください。ディスクの読み込みに時間
がかかることがあり、誤って回転中にディ
スクを取り出そうとした場合、ディスクを
傷つけることがあります。 
)MP3ファイルを収録したディスクは再生
できません。 
)VCD（ビデオCD）は再生できません。 

■CDの取り扱いについて
ケースからの出し入れ

出しかた 入れかた

センターホルダーを押え 印刷面を上にして

再生面に触れないよう 上から押さえて入れる。
に持って出す。

取り扱い・保管のしかた 
)CDに紙やシールを貼らない。 
)CDを曲げない。 
)必ず専用ケースに入れて保管する。 
)直射日光の当たる所、暖房器具の近くなど
温度が高くなる所には置かない。

CDのお手入れ 
)再生する前に、再生面についたほこり、ゴ
ミや指紋などを柔らかい布で中央から外側
に向かってふいてください。 

)シンナーやベンジン、アルコールは使用し
ないでください。

ディスク装着異常 
))MP3、VCD、WMA、のディスクを装着した場合は、ディスクは回転しますが、デコーダを
持たないので、音が全く出ません。

表示部は、長時間「- - - -」点滅後、「Err」表示となります。 

• ディスクが入っていない • DVD、Blu-ray の場合 
• ディスク裏返し • ディスクに傷や汚れがある場合 

• CD-R ／ RWでフォーマットに異常がある場合

CD通常再生 

を押す1
最後に使用した状態（CDか、ラジオ）で、電源が入ります。 最後にラジオを使用していた
動作中に押すと電源が切れます。 ときの例

を押し、CDに切り替える2
押す度に　CD ⇒ FM ⇒ AM ⇒ CDと切り替わります。 CDに切り替わるたびに CDの

読み込みが始まります

を押して CDふたを開け、CDを入れる3
CDふたを開けると LCD表示部に“OPEN”が表示されます。 

4 CDふたを閉める
“----”が点滅し CDの読み込みが始まります。
約 5〜 10秒後に総曲数と現在時刻が表示されます。

（つづく） 15
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＊ CD-DAは、Compact Disc Digital Audio の略で、一般オーディオ CDに使用されている音楽収録
用の規格です。

お願い 
)再生中は CDふたを開けないでください。CDを傷つけることがあります。
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CDを再生する（つづき）

を押す
早送り、早戻し

再生中に を聞きたい場所まで押したままにします。CDの通常再生が始まります。
LCD表示部に、再生曲番と再生経過時間が表示されます。
一曲目から最終曲まで順に再生し、曲が終了すると停止します。 を押すと早送りになり、 を押すと早戻しになります。

を押し、適正な音量に調節する6 �
プログラム（記憶）をする 

7 途中で止めるときは� を押す

再生が停止します。
LCD表示部に総曲数と現在時刻が表示されます。

1 CDの再生を停止し を押す

「PROGRAM」と「P01」が表示され、「00」が約 7秒間点滅
します。 

お知らせ 
を押して、• CDを装着したままにしておいた場合、総曲数と現在時刻が表示されます。 2 「00」が点滅している間に、

• CDが入っていない場合 "no Cd" が表示されます。 P01で再生するトラック番号（曲）を選ぶ 
プログラム  1に  CDの5曲目を• CDふたを開けると "OPEN" が表示されます。
設定している例

CDを入れると "----“が点滅してCDの読み込みが始まり (点滅周期 約 1秒 )、読み込み後• 
( 約 5秒〜10秒後 ) 総曲数と現在時刻が表示されます。 3 ボタンを押す

PO1が記憶（プリセット）され、「PROGRAM」と「P02」が
表示され「00」が点滅します。再生の一時停止

4 「00」が点滅している間に、 を押して、
を押す再生中に�

LCD表示部に「 」が点滅表示されます。

▲ P02 で再生するトラック番号（曲）を選ぶ 
プログラム 2に CDの 8曲目を
設定している例

聞きたい曲から聞く（スキップ）

を押して、すばやく聞きたい曲が再生できます
� 

5 引き続き記憶（プリセット）させる場合は、手順３〜４
を繰り返す 
• 最大 20 曲まで記憶（プリセット）できます。P20を越える

使
い
か
た 

と「FUL」が点灯し、受け付けなくなります。 

• 再生中に を押すと曲の先頭に戻ります。 を押すと次の曲の先頭に行き を押す

を押します。

6 
プログラムを終了（確定）します。

�

［PROGRAM］表示のままとなり、プログラム再生の準備となり

を押すと選んだ曲から再生が始まります。 ます。

ます。CDが停止しているときは、希望の曲まで または

16 （つづく） 17



 

 

 

  

 

 

 

  

  

CDを再生する（つづき）

プログラム再生（お好みの曲を選んで聞く）をする 繰り返し（リピート）プログラム再生をする 

1 CDのプログラム（記憶）をする
プログラム（記憶）をする参照。（17ページ）

• プログラムモードで停止中や再生中に を押すと［REPEAT�1］プログラム一曲繰り返

2 再生の停止中に� を押す
し⇒［REPEAT�ALL］プログラム全曲繰り返し⇒リピート解除と順次切り替わります。 

「PROGRAM」表示されます。 

REPEAT 1 REPEAT ALL リピート解除3 を押す

P01からプログラム再生となります。 

4 プログラム再生中に� を押す

プログラム再生モードで停止します。 

• 引き続きプログラム再生する場合は、 を押します。 

5 プログラム再生を終了する場合は、 を再度押す

プログラムの記憶が消去されプログラム再生を終了します。 
• CDドアを開閉したり、電源を切ったり、ラジオに切り替えると、プログラムは消去
されプログラム再生を終了します。

繰り返し（リピート）再生をする

停止中や再生中に� を押す

を押すたびに［REPEAT�1］一曲繰り返し⇒［REPEAT� ALL］全曲繰り返し⇒リピート

解除と順次切り替わります。

停止中は を押し、［REPEAT�1］または［REPEAT�ALL］を表示させると繰り返し（リピー

ト）再生を開始します。 

REPEAT 1 REPEAT ALL リピート解除

18 19
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めざましの設定をする
はじめに 4 「分」が点滅するので、5秒以内に を押し
))めざましの設定は、［電源切］、CDモード、CD演奏中、ラジオ受信中、にできます。設定状 

態では 、 、 以外の全てのボタンが設定用となります。 て「分」を設定し、 を押す。 めざまし①に AM7:00にめざ
ましをセットしている例（設定

))CDモードで設定する場合は、CDを入れておきます。ラジオの場合は、放送局（受信周波数） しているのは PM8:00)

を記憶（プリセット）しておきます。

［電源切］の状態で設定する時は、)) で表示を明るくすると見やすいでしょう。
5 「めざまし音源」が点滅するので、5秒以内に � で音源を設定する。

を押して Tr 番号（選曲）を設定し、ラジオの場を押すごとに明るさが 4段階に切り替わります。 CDの場合は

))めざまし) と) の二つの時刻設定ができます。 合はプリセット局番（P番号）を設定する。
例：めざまし音をラジオ、AM、P03で設定 

めざまし時刻設定、セットする、解除するのしかたは、めざまし) と) で同様

です。ここではめざまし) で説明します。 6 5秒以内に � を押す

設定が確定し、めざまし時刻とめざまし音源が表示されます。めざまし設定の状態は［電源切］の時、 または を押すと「 」で5秒間、
設定状態を表示します。 7 めざまし時刻になるとめざましが鳴る


めざましの時刻設定
設定した音源でめざましが鳴ります。最初は小さな音から徐々に大
きな音に変化します。
CDが入っていない場合は、音源を CDに設定してもアラームが鳴

めざましをセットしていない場合 ります。LCD表示部には「no Cd」が表示されます。

ボタンを押す1
「AL1」と、最後に設定した状態を 5秒間表示します。 

2 5秒以内に � を押す

めざましが鳴る「時」が点滅します。 

3 5 秒以内に を押して「時」を設定し、

を押す めざまし①に AM7:00にめざ

ましをセットしている例（設定

しているのは PM8:00)
 

使
い
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めざましを設定する（つづき）

めざましをセットする／解除する
あらかじめ『めざましの時刻設定』が必要です。「めざましの時刻設定」（20ページ）
を参照下さい。

を 2秒以上押す

LCD表示部に「AL1またはAL2」「めざまし設定時刻」「めざまし音源」
が表示され、めざましをセットします。

めざまし①で AM7:00にラジ
オをセットしている例（設定し
ているのは PM9:00)

注： ボタンを押す時間が短いとめざまし設定時刻は約 5秒で消えめざま
しは設定されません。LCD表示部に「AL1または AL2」「めざま
し設定時刻」が表示されていることを確認ください。

めざまし 、 共にめざましをセットした場合、

を押すことで「 」表示により内容確認できます。 

めざましをセットした状態から、解除したい側の を AL1 あるいは� �
AL2および設定内容を消えるまで押し続けると、めざましは解除されます。

めざましを止める

（あるいは� ）を押す

めざましが止まります。
注： めざましを止める操作を行わない場合は、めざましが鳴ってから 10分後に自動的に止ま
ります。めざまし設定の解除をおこなわないと、翌日も同じ時刻にめざましが鳴ります。

めざましをいったん止める（SNOOSE）

を押す

めざましはいったん止まりますが、5分後に再び鳴ります。

を押すたびに同じ動作を繰り返します。

を押すと、めざまし番号が（AL1か AL2）が点滅します。

注： SNOOZE中にもう一方のめざまし設定の時刻がくると SNOOZEは解除されます。

使
い
か
た
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お手入れのしかた

露つき（結露）について
周囲の温度が急激に変化した場合、内部のレンズに露（水滴）

が発生することがあります。

この状態では正常に CDを再生できないことがあります。

このような場合、CDを取り出し、使用される場所で約 1

時間放置した後、ご使用を開始してください。


ピックアップ（レンズ）
CD装着部のレンズが汚れると、音とびが起き

たり、再生ができなくなったりします。

ほこりなどは、市販のブロワーでレンズを 2、3
 綿棒
回吹き、先のブラシでほこりを掃き出します。 ブロワー


指紋などレンズについた汚れは、市販のレンズク

リーナーを綿棒につけ、レンズの中心から外に向

かって、円を描くように軽くふいてください。


本体のお手入れ
柔らかい布で汚れを軽くふき取ってください。汚れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤に 
ひたした布をよく絞ってふき取り、乾いた布で仕上げてください。

お願い
)ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。また、キャビネットに殺虫剤など、 
揮発性のものをかけないでください。

故障かな ? と思ったとき
症　状 原　因 処置方法


音がでない
 )音量レベルが下がっている )プラグを確実に差し込む 
)ACアダプタが外れている )音量レベルを調節する 
)DCプラグが外れている )ACアダプタをコンセントに

確実に差し込む。DCプラグ
は DC9V端子に接続する

CDプレーヤー部
)CDが裏返しになっている )レーベル面を上にして入れる 
)CDが汚れている 

再生がはじまらない 
)清掃する

)CDに大きな傷やそりがある )CDをとりかえる 
)振動する場所に設置している 

音がとぶ 
)振動のない場所に設置する

ラジオ部
)電源雑音の影響を受けている )電源プラグの刃向きを差し換
)モーター、蛍光灯などの電気

雑音が多く聞きづらい 
える 

器具、テレビによる雑音の影 )本機を雑音源から離す 
響を受けている )テレビを消す 

)アンテナを調節する

お願い 
)CDの再生中に、表示や動作が異常になった場合は、本体底面のリセット（RESET）ボタ

ンを押し、再度操作しなおしてください。
­

)長時間使用していますと、キャビネットの一部が多少熱くなることがありますが故障では

ありません。


お
手
入
れ
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必ずお読みください仕　様 保証とアフターサービス

CDプレーヤー部 ご不明な点や修理に関するご相談は 

修理に関するご相談ならびに、お取り扱い・お手入れに関するご不明な点は　お買い上げの販売
店にご相談ください。 

販売店に修理のご相談ができない場合 お買い物・お取り扱いのご相談 

チャンネル数 2チャンネルステレオ

サンプリング周波数 44.1kHz

メディア CD
CD-R/RW（CD-DAフォーマットで記録された音楽ディスク）

ラジオ部
24

日

時
間 

365
東芝家電修理ご相談センター 東芝エルイートレーディング (株)サポートセンター

0120-1048-41 0120-28-0488


ナビダイヤル 0570-01-0488 FAX 03-3258-0470 

受信周波数（*）AM:522〜 1,638kHz ・フリーダイヤルは携帯電話、PHSなど一部の電話ではご利用になれません。携帯電話・PHSからのご利用は

・ナビダイヤルは、PHSなど一部の電話ではご利用になれません。FM:76〜 90MHz 北海道、東北、関東、 ・フリーダイヤルの通話料は無料です。　・サポート料金は無料です。東日本地区（　　　　　　　　　　） 044-543-0220 ・受付時間 : 午前10時～午後8時(年末年始、日、祝日、当社指定の夏季休暇を除く)甲信越、東海、沖縄県
共通部 西日本地区（　　　　　　　　　　） 06-6440-4411

・お客様からご提供いただいた個人情報は、修理やご相談への回答、カタログ発送などの情報提供に利用いたします。
・利用目的の範囲内で、当該製品に関連する東芝グループ会社や協力会社にお客様の個人情報を提供する場合があります。上記以外

・「東芝家電修理ご相談センター」は東芝テクノネットワーク株式会社が運営しております。
・お客様からご提供いただいた個人情報は、修理やご相談への回答、カタログ発送などの情報提供に利用いたします。
・利用目的の範囲内で、当該製品に関連する東芝グループ会社や協力会社にお客様の個人情報を提供する場合があります。

電源（*）入力 AC100V　50-60Hz　13Ｗ

出力 DC　9V　0.8A

コード長 約1.8m（約0.345kg）

スピーカー（*）3.8cm × 2　8 Ω

定格出力 1W+1W

消費電力（*）7.2W

最大外形寸法（*）200（幅）×155（高さ）×65（奥行）mm
（ハンドル突起物含まず）

質量（*）約0.82kg（ACアダプタを含まない）

付属品 ACアダプタ
保証書付取扱説明書

保証書（一体） 補修用性能部品の保有期間 
)保証書は、この取扱説明書の裏表紙 )CDラジオの補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後 6年です。 
に記載されています。 )補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。

)保証書は、必ず「お買い上げ日・販
売店名」などの記入をお確かめのう
え、販売店から受け取っていただき、
内容をよくお読みの後、大切に保管 )修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出がない場合は弊社に
してください。 て引き取らせていただきます。 

部品について 

)保証期間はお買い上げの日から 1 )修理の際、弊社の品質基準に適合した再利用部品を使用することがあり
年間です。 ます。

修理を依頼されるときは 持込修理 
仕様および外観は改良のため予告なく変更する場合があります。 00ページに従って調べていただき、なお異常があるときは、使用を中止し、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

（*）印は（社）電子情報技術産業協会の定める「JEITA規格」による測定値。 )本機は国内専用です。国外での使用に対するサービスは対応できかねますので、ご了承ください。

□保証期間中は □修理料金のしくみ
保証書の規定に従って、販売店が修理させていただき
ます。なお、修理に際しましては、保証書をご提示く
ださい。 

□保証期間が過ぎているときは
保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売
店にご相談ください。修理すれば使用できる場合は、
ご希望により有料で修理させていただきます。

修理料金は技術料・部品代などで構成されています。

技術料 故障した商品を正常に修復するための料金です。

部品代 修理に使用した部品代金です。

便利
メモ

お買い上げ日 　　　年　　　月　　　日

お買い上げ店名
電話（　　　　）

このような
症状はあり
ませんか。

長年ご使用の機器の点検をぜひ ! 

○ ACアダプタが傷んでいる 
○ 煙が出る 
○ 変な臭いがする 
○ その他の異常や故障がある

故障や事故防止のため、使用
を中止し、必ずお買い上げの
販売店に点検・修理をご相談
ください。

ご使用
中　止

愛情点検
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